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議会だより

　釡津田の中田学さん一
家です。親子で農林業を
営んでいます。８人の子
どもに恵まれ、とても元
気でにぎやかな家族です。
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高校生の熱  意を町政へ
議員と語る会 in岩泉高校泉高生の思い５選

町に今ほしいものは 町の好きなところは

　
11
月
30
日
、
岩
泉
高
校（
吉
田
祥
校
長
・
生
徒
１
５
４
人
。
以
下
、

泉
高
）
で
「
議
員
と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
会
を
中
心

に
10
人
の
生
徒
が
参
加
し
、
昨
年
度
か
ら
泉
高
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
議
員
と
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

　
町
と
向
き
合
っ
て
ど
の
よ
う
な
発
見
、
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
が
あ
っ
た

の
か
。
真
っ
す
ぐ
な
瞳
で
語
る
泉
高
生
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

泉
高
生
と
語
る
会

　
泉
高
で
は
、
台
風
10
号
豪
雨

災
害
を
受
け
た
翌
年
か
ら
岩
泉

町
の
復
興
に
向
け
た
課
題
解
決

の
道
筋
を
探
る
た
め
の
活
動
と

し
て
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
流
れ

①
地
域
の
課
題
を
探
す

② 

グ
ル
ー
プ
で
課
題
の
仮
説
を

設
定

③ 

仮
説
の
検
証

④
聞
き
取
り
調
査

⑤
課
題
解
決
へ
向
け
て
の
行
動

⑥
振
り
返
り
、
ま
と
め

⑦
泉
高
祭
で
発
表

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
投
稿
や
イ
ン
ス

タ
映
え
を
考
え
て
、
龍
泉
洞
に

あ
る
「
ポ
ン
テ
」
で
メ
ニ
ュ
ー

の
提
案
や
チ
ラ
シ
を
作
成
。
併

せ
て
メ
ニ
ュ
ー
の
外
国
語
表
記

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
所
感
】
若
者
の
感
性
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
考
え
れ

ば
考
え
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
思
い
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
大

き
な
岩
泉
愛
を
感
じ
、
頼
も
し
く
う
れ
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。（
広
報
広
聴
常
任
副
委
員
長
小
松
ひ
と
み
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

進
路
選
択
に
役
立
て
る

　
議
会
で
は
、
10
月
23
日
か

ら
25
日
ま
で
泉
高
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
職
場
体
験
）

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
主
な
仕
事
内
容
は
、
福
岡

県
東
峰
村
議
会
と
金
ケ
崎
町

議
会
の
行
政
視
察
受
け
入
れ

や
会
議
録
の
チ
ェ
ッ
ク
で
し

た
。
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
高
校
生
に
し
か
で
き
な
い

視
点
で
前
向
き
に
継
続
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
機
会

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
」「
役

場
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

町
を
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
」「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
冊
子
に

ま
と
め
て
、
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

・働く場所
・ 高校生が子どもや高齢者と
交流できる場

・娯楽施設、公園
・街灯
・病院に専門医

・自然豊か
・観光資源がいっぱい
・ 岩泉高校への手厚い支援
・人が温かで優しい
・食べ物がおいしい

　特に印象に残ったのは、行政視察の受け
入れです。「他の町の取り組みなどを把握
し、自分の町に生かす」という話し合いを
実際に見ることができ、とてもいい経験に
なりました。
　仕事の大変さ、そしてコミュニケーショ
ン能力の大切さを改めて実感しました。学
んだことをこれからの進路選択などに役立
てていきたいです。

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

気
づ
い
た
課
題
は

今
後
の
方
向
性
は

取
り
組
み
の
一
例
は

と
は

＊ 

旧
岩
泉
駅
前
に
観
光
客
を
誘

導
す
る
に
は

＊
林
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は

＊ 

子
ど
も
た
ち
と
高
校
生
が
触

れ
合
い
、
地
域
全
体
で
見
守

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

＊ 
独
居
の
高
齢
者
と
の
交
流
が

必
要
で
は
な
い
か

＊ 

若
者
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
た

め
の
専
門
的
な
機
関
が
サ

ポ
ー
ト
に
入
っ
て
連
携
で
き

な
い
か

プロジェクトの説明をする生徒会役員

説明に聴き入る議員

参加した 10 人の泉高生

参加者みんなで町への思いを共有

２年　昆野美
み

優
ゆう

さん

参加した生徒に２つの質問をしました。回答の多かった５つを紹介します。

Q2Q1
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町民会館自動ドア設置工事

福祉灯油助成

小中学校教室へのエアコン設置

小川地区放課後児童クラブ開設準備 飲料水個人施設災害復旧補助

【12月定例会のあらまし】
　12月定例会は、12月 5日から 7日までの 3日間の会期で開かれました。
　初日の本会議では一般質問が行われ 7人の議員が登壇し、町政や地域の抱える課題につ
いて論戦を展開しました。その後、町長から 3件の報告を受け、固定資産評価審査委員の
選任に関する同意 1件、工事契約案件など 5件を審議し、全会一致で可決しました。
　条例5件、一般会計と4特別会計の補正予算は、特別委員会を設けて集中審査。その結果、
提案された全ての議案を全会一致で原案のとおり可決しました。

二升石小と浅内小
岩泉小へ統合

学
校
統
合
に
関
す
る
条
例
を
可
決

災
害
危
険
区
域
の

指
定
条
例
を
可
決

　
県
の
河
川
改
修
事
業
に
よ
り

６
地
区
（
三
田
市
、
袰
野
、
宮

本
、
中
里
、
中
島
、
卒
郡
）
の

一
部
で
河
川
か
ら
の
氾
濫
を
許

容
す
る
区
域
が
生
じ
る
た
め
、

そ
の
区
域
を
災
害
危
険
区
域
と

し
て
指
定
し
、
建
築
物
の
建
築

を
制
限
す
る
条
例
を
可
決
し
ま

し
た
。

12 月補正予算の状況
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額
一　般　会　計 ５億8120万円 154億7810万円

特
別
会
計

国民健康保険 846万円 13億2664万円
介護保険 69万円 15億2145万円
簡易水道 6472万円 ５億7170万円
観光事業 1067万円 １億9863万円

主な事業を
ピックアップ
主な事業を
ピックアップ

31
年
３
月
末
に
二
升
石

小
学
校
と
浅
内
小
学
校
を

閉
校
し
、
４
月
か
ら
岩
泉

小
学
校
に
統
合
す
る
条
例

改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
26
年
度
に
策

定
し
た
「
町
学
校
適
正
配

置
基
本
計
画
」
に
基
づ
い

て
、
児
童
生
徒
の
よ
り
よ

い
教
育
環
境
の
整
備
の
た

め
学
校
統
合
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
両
校

の
保
護
者
や
地
区
住
民
と

二升石小 142年
浅 内 小 140年 の歴史に幕

の
協
議
を
行
い
、
統
合
す

る
こ
と
で
合
意
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

　
現
在
の
児
童
数
は
、
二

升
石
小
10
人
、
浅
内
小
６

人
で
す
。
２
校
の
閉
校
に

よ
り
町
立
の
小
学
校
は
、

８
校
と
な
り
ま
す
。

　
二
升
石
小
は
卒
業
式
が

３
月
20
日
、
閉
校
式
が
３

月
24
日
、
浅
内
小
は
卒
業

式
が
３
月
16
日
、
閉
校
式

が
３
月
17
日
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

二升石小学校２学期の終業式

浅内小学校最後の学習発表会

9030
万円

9030
万円

235
万円
235
万円

375
万円
375
万円

4705
万円

4705
万円

451
万円
451
万円

558
万円
558
万円

国道かさ上げによる配水管敷設工事
集団移転地配水管敷設工事

12 月定例会で可決された主な補正予算
事業を紹介します。
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猛暑
対策小中学校にエアコン設置

児童生徒の学習環境改善へ

教　育
エ
ア
コ
ン
の
設
置
箇
所
は

普
通
教
室
を
中
心
に
整
備

復　興
復
興
交
付
金
は
全
て
精
算
か

公
営
住
宅
家
賃
補
助
が
継
続

観
　
光
緊急誘客対策事業の目的は
観光消費額の増大を目指す

冬季イベントにも力を入れている龍泉洞

子育て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
場
所
は

小
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
学
習
室

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委

員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）

は
、
12
月
７
日
に
開
か
れ
、
小

本
川
災
害
危
険
区
域
に
関
す
る

条
例
制
定
や
小
中
学
校
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
整
備
事
業
費
９
０

３
０
万
円
を
含
む
補
正
予
算
な

ど
10
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
全
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
同
日

開
か
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の

審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
質

疑
を
取
り
上
げ
内
容
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

設置費用の補正予算
9030 万円を可決

○
対　
　
象

小
学
校
７
校

岩
泉
、
大
川
、
釡
津
田
、
門
、

安
家
、
有
芸
、
小
本

中
学
校
５
校

岩
泉
、
釡
津
田
、
小
川
、
安

家
、
小
本

○
総
事
業
費　
９
０
３
０
万
円

※
統
合
予
定
の
浅
内
、
二
升

石
、
小
川
小
学
校
に
は
整
備

さ
れ
ま
せ
ん
。

エ
ア
コ
ン
の
具
体
的
な
設

置
箇
所
は
。

授
業
を
行
う
普
通
教
室
と

特
別
支
援
の
教
室
、
保
健

室
に
設
置
す
る
。

小
川
小
学
校
へ
の
設
置
が

な
い
。
理
由
と
対
策
は
。

１
年
後
に
閉
校
が
予
定
さ

れ
て
い
る
た
め
設
置
を
見

送
っ
た
。
扇
風
機
を
集
め
る
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
暑
さ
対
策

を
す
る
。

職
員
室
へ
の
設
置
は
ど
う

す
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境

整
備
が
優
先
の
た
め
職
員

室
に
は
今
回
設
置
し
な
い
。

問

問

問 答答

答

まち 声のおしえて

　有芸小学校では業間にランニングを
10 分間行っています。夏場は暑くて大
変で具合を悪くする人もいます。
　エアコンが設置されると走った後も気
持ちよく過ごせると思います。

有芸小学校５年
工藤妃

ひ な よ

来代さん

エ
ア
コ
ン
整
備
の
概
要

小
川
地
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
は
。

委
託
先
を
公
募
し
て
決
定

す
る
。

開
設
場
所
は
ど
こ
か
。
運

営
の
規
模
な
ど
は
。

小
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

２
階
の
学
習
室
を
使
用
す

る
。
定
員
は
20
人
で
支
援
員
２

人
以
上
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

問問 答答
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付

金
の
返
還
金
４
億
４
３
８

２
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

全
部
精
算
に
な
る
の
か
。

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
低て

い

廉れ
ん

化
事
業
や
特
別
家
賃
低

減
事
業
が
継
続
す
る
た
め
全
て

で
は
な
い
。

問答

緊
急
誘
客
対
策
事
業
の
具

体
的
な
内
容
と
目
的
は
。

旅
行
会
社
へ
の
訪
問
営
業

や
観
光
客
の
受
け
入
れ
対

応
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
観
光

消
費
額
の
増
大
を
目
指
す
。

緊
急
誘
客
対
策
協
議
会
の

構
成
は
。

町
と
町
内
ホ
テ
ル
２
事
業

者
の
３
者
で
あ
る
。

問問 答答

まち 声の
おしえて

　町内観光の新たな素材
発掘や磨きあげ、オリジ
ナル商品の造成への取り
組みが可能となります。
新しい魅力を発信するこ
とで、今まで以上に幅広
い誘客が期待されます。

立
たてしょうじ

小路一彦さん
（小川　59 歳）

　小川地区にも放課後
児童クラブがあればいい
なと思っていました。働
いている親にとって時間
を有効に使うことができ
るので、とても助かります。

菊地夏美さん
（小川　35 歳）

まち 声のおしえて復興交付金返還金の内訳

省　庁 返　還　金
文部科学省 1億 5692万円
農林水産省 1億 8455万円
国土交通省 9113万円
環境省 1122万円
計 4億 4382万円

松浦さんの選任に同意
固定資産評価審査委員

松
浦　
紀
雄
さ
ん

（
小
本　
67
歳
）

任
期
：
31
年
１
月
19
日

か
ら
３
年
間

補
助
金
の
数
値
な
ど
は
適
正

調
査
結
果
を
委
員
長
が
報
告

　
平
成
29
年
度
地
域
医
療
確

保
対
策
補
助
金
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
（
畠
山
直
人

委
員
長
）
の
調
査
結
果
が
、

12
月
７
日
の
本
会
議
で
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
要
約
し
た
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
調
査
結
果
の
概
要
・
意
見
】

▽ 

事
務
執
行
と
数
値
な
ど
は

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
。

▽ 

地
域
医
療
の
確
保
対
策
は
、

な
お
一
層
き
め
細
か
な
対

策
に
努
め
る
べ
き
。

授業に集中できる環境が整います
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町の考えを問う

町の考えを問う
一 般 質 問

一
般
質
問
を

動
画
配
信
中

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

会
議
録
が
閲
覧
可
能

岩泉町会議録
　
30
年
第
２
回
（
６
月
）
定
例

会
か
ら
議
会
会
議
録
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
12
月
定
例
会
は
２
月
下
旬

ご
ろ
に
掲
載
予
定
で
す
。

　
町
立
図
書
館
と
役
場
各
支
所

図
書
室
で
は
、
会
議
録
の
写
し

が
閲
覧
可
能
で
す
。

　
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
で
、
一

般
質
問
の
模
様
を
２
月
28
日
ま

で
動
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
ご

覧
く
だ
さ
い
。

7人の議員が登壇
　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針な
どについて所信や疑問をただすこと。あるいは報告や説明を求めることをいいます。
　12月定例会では７人の議員が登壇し、産業、交通、健康、地域振興など町政課題
への提言や質疑をしました。
 ここでは、質問と答弁を要約した内容（９㌻から 15㌻）を登壇順（質問順）にお知
らせします。

野の

だ

て舘
　
泰や

す

き喜
　
議
員
（
15
㌻
）

・
ふ
る
さ
と
住
民
条
例
の
制
定
を

・
龍
泉
洞
の
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
を

畠は
た
け
や
ま山

　
和か

ず
ひ
で英

　
議
員
（
９
㌻
）

・
買
物
困
難
者
の
支
援
対
策
は

・
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の
再
生
は

小こ

ま

つ松
ひ
と
み
　
議
員
（
14
㌻
）

・
住
民
参
画
の
活
動
支
援
を

林は
や
し
ざ
き﨑

竟き
ょ
う
じ
ろ
う

次
郎
　
議
員
（
13
㌻
）

・
大
牛
内
の
水
道
整
備
の
時
期
は

・
国
保
税
率
は
32
年
度
か
ら
見
直
し
を

合あ
い
し
ゃ砂

　
丈た

け

し司
　
議
員
（
12
㌻
）

・
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
を

・
集
落
支
援
員
の
配
置
を

坂さ
か
も
と本

　
　
昇の

ぼ
る

　
議
員
（
11
㌻
）

・
健
康
長
寿
に
向
け
た
対
応
は

・
い
じ
め
の
実
態
と
対
応
は

三み

た

ち

田
地
久ひ

さ

し志
　
議
員
（
10
㌻
）

・
ワ
サ
ビ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

・
国
道
４
５
５
号
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
を

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
2月15日（金）から
3月8日（金）までを
予定しています。
※都合により変更となる場合があります。

問　
本
町
は
、
過
疎
化
や
少
子

高
齢
化
が
進
行
し
、
商
圏
人
口

の
減
少
と
と
も
に
商
店
が
廃
業

し
て
地
域
に
よ
っ
て
は
お
店
が

無
く
な
っ
て
い
る
。

　
同
様
に
、
集
落
を
回
っ
て
日

常
の
買
い
物
の
場
を
提
供
し
て

い
る
移
動
販
売
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
現
在
、
動
い
て

い
る
事
業
者
は
継
続
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
の
問
題
は
ま
す

ま
す
深
刻
化
し
、
町
と
し
て
買

い
物
弱
者
支
援
対
策
に
正
面
か

ら
取
り
組
む
時
期
だ
。
移
動
販

売
事
業
の
応
援
も
含
め
て
買
い

物
弱
者
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
考
え
を
伺
う
。

問　
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の

再
生
整
備
は
、
住
民
の
夢
、
希

望
を
実
現
し
将
来
に
期
待
が
も

て
る
も
の
と
す
べ
き
だ
。
災
害

か
ら
の
「
復
興
公
園
」
と
位
置

付
け
、
被
災
以
前
よ
り
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
た
施
設
の
再
生
整

備
が
で
き
な
い
か
。

　
エ
リ
ア
内
の
〝
森
林
空
間
〞

と
河
川
の
〝
親
水
空
間
〞
を
活

用
し
〝
森も

り林
と
水
の
町
〞
に
ふ

さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
的
な
交
流

拠
点
に
整
備
し
た
い
。

　
整
備
の
方
向
性
、
コ
ン
セ
プ

ト
、
施
設
・
設
備
の
内
容
、
配

置
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

具
体
的
に
示
せ
。

町
長　
移
動
販
売
は
、
買
い
物

弱
者
の
問
題
を
解
決
す
る
際
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

　
町
内
で
移
動
販
売
を
営
業
し

て
い
る
事
業
者
か
ら
の
聴
き
取

り
に
よ
る
課
題
の
掘
り
起
こ
し

や
岩
泉
商
工
会
と
の
連
携
に
よ

り
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

協
力
が
可
能
か
情
報
を
共
有
し

て
い
く
。

　
買
い
物
弱
者
の
問
題
は
、
交

通
や
福
祉
な
ど
の
幅
広
い
分
野

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
過
疎

地
域
に
と
っ
て
は
今
後
ま
す
ま

す
大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
総
合
的
に
調
査
・
研
究
を

し
て
い
く
。

町
長　
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

交
流
拠
点
施
設
と
し
て
の
整
備

は
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
を
進

め
る
上
で
町
民
に
希
望
を
与
え

る
た
め
に
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
陸
上
競
技
場
は
、
河
川
改
修

工
事
の
関
係
か
ら
被
災
前
と
同

規
模
の
施
設
は
極
め
て
困
難
な

状
況
だ
が
、
全
天
候
型
舗
装
の

ト
ラ
ッ
ク
で
最
大
６
レ
ー
ン
を

検
討
し
て
い
る
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
現
在

の
ふ
れ
あ
い
農
園
の
東
側
の
用

地
を
活
用
し
、
18
ホ
ー
ル
の
施

設
を
整
備
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

　
10
億
円
を
超
え
る
大
事
業
に

な
る
こ
と
か
ら
、
完
成
ま
で
に

は
４
年
か
ら
５
年
の
期
間
を
要

す
る
。
財
源
確
保
を
含
め
可
能

な
限
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

早
期
の
完
成
に
努
め
る
。

買物困難者の支援対策は
畠山和英 議員

総合的に調査・研究する
中居町長

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の
再
生
は

失
わ
れ
た
機
能
は
再
整
備
で
検
討

や
ま
あ
い
に 

動
く
ス
ー
パ
ー

 

御
用
聞
き

スーパーと変わらない車内

大型の移動販売車



いわいずみ議会だより　第185号
平成31年1月29日発行

いわいずみ議会だより　第185号
平成31年1月29日発行11 10

町の考えを問う 町の考えを問う

（※１） 森林内にある林道や作業道のこと
（※２）  盛岡市、久慈市、岩泉町、田野畑村、普代村、野田村で構成する国道 455 号・盛岡普代間道

路の整備を強力に促進するための団体

問　
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
趣
味
が
な
い
」「
生
き
が
い
が

な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合

が
高
い
。

　
老
後
の
引
き
こ
も
り
や
認
知

症
へ
の
移
行
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
そ

の
対
策
、
対
応
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と
の

差
が
大
き
い
。
健
康
長
寿
に
向

け
た
対
応
は
。

町
長　
在
宅
へ
と
つ
な
げ
る
医

療
・
介
護
連
携
の
取
り
組
み
、

高
齢
者
の
支
え
合
い
活
動
に
対

す
る
支
援
と
し
て
「
地
域
支
え

合
い
活
動
推
進
事
業
」
や
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
を
サ
ポ
ー

問　
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、

小
学
校
57
件
、
中
学
校
８
件
と

な
っ
て
い
る
。
小
学
校
の
件
数

が
昨
年
の
２
倍
で
あ
る
が
、
実

態
と
取
り
組
み
状
況
を
示
せ
。

教
育
長　
い
じ
め
に
関
し
て
は

従
来
と
認
識
を
変
え
、
さ
さ
い

な
事
で
も
早
期
発
見
し
、
解
決

に
向
け
て
積
極
的
に
事
案
を
捉

え
て
学
校
か
ら
報
告
を
受
け
て

い
る
。
認
知
さ
れ
た
事
案
は
、

組
織
的
な
対
処
な
ど
に
よ
り
全

て
解
決
に
至
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
も
学
期
ご
と
の
調
査

を
通
じ
学
校
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
が
策
定
し
た
「
い

じ
め
防
止
対
策
等
の
た
め
の
基

本
的
な
方
針
」
に
基
づ
き
適
切

に
対
処
し
て
い
く
。

健康長寿に向けた対応は
坂本昇 議員

予防活動の強化を進める
中居町長

い
じ
め
の
実
態
と
対
応
は

早
期
発
見
し
組
織
で
解
決

健
康
と 笑

顔
に
勝
る

 

宝
な
し

問　
台
風
被
害
を
受
け
た
国
道

４
５
５
号
は
ほ
ぼ
復
旧
工
事
が

完
了
し
て
い
る
が
、
落
合
か
ら

二
升
石
間
、
乙
茂
地
区
や
中
里

地
区
に
つ
い
て
は
抜
本
的
な
解

決
が
必
要
だ
。

　
一
度
起
き
た
こ
と
は
今
後
予

想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
二
度
と

孤
立
し
な
い
よ
う
、
崩
壊
箇
所

の
強
靭
化
を
強
く
要
望
す
べ
き

だ
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長　
国
道
４
５
５
号
の
強
靭

化
は
必
要
と
捉
え
、
国
道
４
５

５
号
・
盛
岡
普
代
間
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会（
※
２
）で
、

県
や
国
土
交
通
省
、
財
務
省
へ

要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

　
二
度
と
寸
断
し
な
い
防
災
上

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
三
陸
沿
岸
道
路
と
県
都
盛

岡
市
を
つ
な
ぐ「
い
の
ち
の
道
」

と
し
て
早
急
に
強
靭
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
国
や
県
に
要
望
し

て
い
く
。

ワ
サ
ビ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

三
田
地
久
志 

議
員

戦
略
を
組
み
立
て
て
い
く

中
居
町
長

ワ
サ
ビ
よ
り 

か
ら
い
質
問

 

も
っ
と
せ
よ

問　
岩
手
日
報
「
声
」
の
欄
に

一
関
市
の
高
校
生
が
「
岩
泉
名

産
畑
ワ
サ
ビ
６
次
化
を
」
と
題

し
た
投
稿
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
は
か
る
べ
き
と
の
提
言
が

あ
っ
た
。

　
振
り
返
っ
て
ワ
サ
ビ
苗
の
生

産
委
託
先
と
連
携
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
の
か
。
受
け
入
れ

先
で
あ
る
新
岩
手
農
業
協
同
組

合
と
㈱
岩
泉
産
業
開
発
の
連
携

は
ど
う
か
実
態
を
伺
う
。

町
長　
苗
生
産
委
託
先
で
は
、

一
番
難
し
い
秋
苗
を
約
７
千
本

生
産
で
き
た
。
今
後
も
連
携
を

密
に
取
り
組
む
。

　
ワ
サ
ビ
の
受
け
入
れ
先
で
あ

る
新
岩
手
農
業
協
同
組
合
と
㈱

岩
泉
産
業
開
発
の
連
携
は
、
加

工
施
設
の
稼
働
前
に
打
ち
合
わ

せ
を
し
、
最
大
限
ワ
サ
ビ
農
家

の
要
望
に
沿
っ
た
形
で
出
荷
で

国道455号強
きょう

靭
じ ん

化を
国や県に要望していく

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
今
後
導
入
さ
れ
る
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
は
、
山
の
路ろ

も
う網

（
※
１
）
整
備
が
で
き
、
間
伐

し
た
後
を
ワ
サ
ビ
の
圃ほ

場
に
す

る
前
向
き
な
投
資
を
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
と
思
う
。
町
長
の

考
え
を
聞
く
。

町
長　
直
接
的
に
ワ
サ
ビ
圃
場

へ
の
作
業
道
整
備
に
は
活
用
で

き
な
い
。
森
林
整
備
に
よ
る
作

業
道
な
ど
を
利
用
し
、
適
地
と

な
る
ワ
サ
ビ
圃
場
が
拡
大
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
期
待
感
を
持
っ

て
い
る
。

問　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
前

向
き
な
投
資
と
考
え
、
移
住
者

の
受
け
入
れ
の
ワ
サ
ビ
圃
場
を

整
備
し
、
最
終
的
に
は
既
存
生

産
者
と
の
連
携
を
は
か
り
本
町

の
自
然
が
育
ん
だ
ワ
サ
ビ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
移
住
を
検
討
し
て
い
る

人
に
魅
力
あ
る
町
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
を
組
み
立
て
て
い
く
。

新工場でのワサビ加工

ト
す
る
自
主
活
動
団
体
の
拡
大

を
図
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が

互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
計
画
し
た
。

　
予
防
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

の
奨
励
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
体
制
づ
く
り
と
充
実
に
努

め
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
着

実
に
計
画
を
実
行
し
て
い
く
。

　
町
民
一
人
一
人
の
健
康
へ
の

関
心
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る

啓け
い
も
う蒙
・
啓
発
の
取
り
組
み
の
拡

充
を
図
り
、
継
続
し
た
予
防
活

動
に
力
を
注
ぐ
。

　
医
療
と
介
護
の
予
防
活
動
の

連
携
を
深
め
て
「
生
涯
現
役
、

健
康
長
寿
」
を
目
指
し
た
事
業

展
開
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

部
活
動
の
岩
泉
リ
ー
グ
開

催
を

実
施
に
係
る
課
題
を
検
証

す
る

問答

日頃の運動で健康長寿へ
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町の考えを問う 町の考えを問う

問　
大
牛
内
地
区
の
水
道
施
設

は
、
で
き
て
か
ら
44
年
以
上
に

な
り
、
経
年
劣
化
で
季
節
を
問

わ
ず
漏
水
が
頻
繁
だ
。
断
水
す

る
と
住
民
や
家
畜
へ
の
影
響
が

大
き
く
、
漏
水
箇
所
の
発
見
が

遅
れ
る
と
電
気
料
金
が
か
さ
み

修
理
費
用
も
高
額
に
な
る
。

　
そ
の
結
果
、
積
立
金
は
０
円

と
な
り
料
金
の
値
上
げ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
牛
内
地
区
の
人
は
「
岩
泉

町
は
台
風
10
号
被
害
か
ら
の
復

旧
復
興
が
第
一
だ
が
、
そ
の
先

の
大
牛
内
地
区
の
水
道
整
備
の

問　
全
国
知
事
会
な
ど
は
、
国

保
税
を
「
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
並
み
」
に
引
き
下
げ
る
た
め

に
「
１
兆
円
の
公
費
負
担
増
」

を
政
府
に
要
望
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
約
４
人
に
１
人

が
国
保
加
入
者
だ
。
国
保
税
率

の
見
直
し
は
、
台
風
被
災
者
の

住
宅
再
建
が
完
了
す
る
32
年
度

か
ら
に
す
べ
き
だ
。
さ
ら
に
、

国
保
基
金
保
有
額
は
過
去
３
年

の
保
険
給
付
費
平
均
年
額
の

５
％
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
「
都
道
府
県

化
」
実
施
後
も
「
一
般
会
計
の

繰
り
入
れ
は
自
治
体
の
判
断
で

で
き
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

暮
ら
し
を
守
る
立
場
で
、
一
定

の
法
定
外
繰
入
（
※
）
も
含
め

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

大牛内の水道整備の時期は
林﨑竟次郎 議員

早い段階で整備計画を策定
中居町長

国
保
税
率
は
32
年
度
か
ら
見
直
し
を

31
年
度
に
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

整
備
せ
よ 命

の
水
は

 

ま
っ
た
な
し

問　
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら

「
集
落
支
援
員
」（
※
）
を
配
置

す
る
な
ど
し
て
、
集
落
を
維

持
・
継
続
す
る
支
援
策
を
実
施

す
べ
き
だ
。

　
地
域
の
要
望
に
よ
り
集
落
公

民
館
と
は
別
に
、
廃
校
と
な
っ

た
校
舎
を
町
が
整
備
し
利
用
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
る
。
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

町
長　

集
落
支
援
員
の
配
置

は
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
対

策
な
ど
の
推
進
に
は
必
要
で
あ

り
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
の
整
備

は
、
地
域
か
ら
の
具
体
的
な
要

望
を
聞
き
財
源
の
確
保
と
と
も

に
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
を

合
砂
丈
司 

議
員

安
家
型
の
施
策
を
検
討
す
る中

居
町
長

支
援
員 地

区
を
把
握
し

 

道
ひ
ら
け
ん

問　
安
家
地
区
は
２
８
０
世
帯

５
５
０
人
で
、
65
歳
以
上
の
割

合
は
56
・
73
％
と
岩
泉
町
全
体

の
42
・
42
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。

　
安
家
地
区
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
施
設
が
な
く
「
片
道
１
時
間

か
か
り
、
体
力
的
・
精
神
的
に

疲
れ
る
。
地
元
に
施
設
が
ほ
し

い
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
施
設

を
新
た
に
整
備
す
る
と
介
護
保

険
料
が
上
が
っ
て
し
ま
う
。

　
高
齢
者
が
笑
顔
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
介
護
保
険

制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
高
齢
者

福
祉
施
設
を
廃
校
と
な
っ
た
校

舎
を
活
用
し
て
町
で
整
備
す
べ

き
だ
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長　
安
家
地
区
で
は
、
地
域

の
自
主
活
動
団
体
が
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
交
流
活
動
に
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
既
存
の
施
設
や
整
備
予
定
の

安
家
地
区
複
合
施
設
の
活
用
・

支
援
協
力
な
ど
を
し
、
台
風
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
先
を

見
据
え
た
地
域
づ
く
り
を
念
頭

に
お
き
、
安
家
型
の
高
齢
者
福

祉
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

集落支援員の配置を
配置の方向で検討中

笑顔があふれる介護予防教室

（※） 地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関してノウハウや知見を有した人材が、
地方自治体からの委嘱を受け、市町村職員と連携し、集落への「目配り」とし
て集落の巡回、状況把握などを実施するもの（総務省HPより）

（※） 法令で定められた一般会計から国保会計への繰り入れとは別に、
市町村の政策的判断で行われる繰り入れ

そ
の
他
の
質
問

安
家
産
直
施
設
の
再
建
は

地
域
と
調
整
し
再
建
す
る

問答

展
望
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
っ
て
い
る
。
整
備
の
時
期

を
示
せ
。

町
長　
大
牛
内
地
区
全
域
の
水

道
施
設
を
更
新
す
る
場
合
、
５

億
円
を
超
え
る
多
額
の
事
業
費

と
な
る
。

　
現
在
、
県
を
通
じ
て
国
庫
補

助
制
度
の
情
報
収
集
を
し
て
い

る
。
財
源
確
保
の
目
途
を
つ
け

な
が
ら
住
民
と
協
議
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
整
備

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

町
長　
本
年
度
の
予
算
は
、
税

率
の
改
定
を
見
送
っ
た
こ
と
で

一
般
会
計
か
ら
の
財
源
補ほ

て
ん填
で

収
支
を
調
整
し
て
い
る
。
基
金

も
枯
渇
し
て
お
り
、
31
年
度
か

ら
税
率
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
基
金
の
保
有
額
５
％
は
国
が

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
適
切
な

金
額
を
保
有
す
る
よ
う
努
め
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

り
入
れ
は
、
税
率
引
き
上
げ
の

際
の
激
変
緩
和
対
策
と
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

い
ず
み
公
園
に
代
わ
る
施

設
を

公
園
の
確
保
を
検
討
し
て

い
く

問答

早期に水道施設の改修が望まれます
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町の考えを問う 町の考えを問う

問　

人
口
維
持
に
は
出
生
率

２
・
08
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

る
中
で
、
１
９
７
５
（
昭
和

50
）
年
に
２
・
０
を
切
っ
て
い

る
。
今
の
状
況
は
50
年
前
か
ら

わ
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
こ
れ

か
ら
50
年
こ
の
人
口
減
少
は
誰

に
も
止
め
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
対
応
と
し
て
、
交
流
人

口
の
拡
大
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
「
ふ
る
さ

と
住
民
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
絆
を
太
く
す
る
た
め
に
「
ふ

る
さ
と
住
民
票
」
を
発
行
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
町
で

も
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
限
ら

ず
、
本
町
出
身
者
や
関
係
者
、

本
町
に
思
い
を
寄
せ
る
人
を
対

問　
交
流
人
口
拡
大
策
の
２
番

目
と
し
て
龍
泉
洞
の
リ
ピ
ー

タ
ー
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
東
日
本
大
震
災
で
落
ち
込
ん

だ
入
洞
者
数
も
職
員
な
ら
び
に

ス
タ
ッ
フ
の
努
力
で
震
災
前
の

水
準
に
も
ど
し
つ
つ
あ
る
。
し

か
し
、
50
万
人
を
目
指
す
と
か

１
人
当
た
り
の
町
内
消
費
額
を

倍
増
さ
せ
る
と
か
思
い
切
っ
た

施
策
に
踏
み
込
む
気
配
が
感
じ

ら
れ
な
い
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
を
強
く
意

識
し
た
周
辺
整
備
を
計
画
す
べ

き
だ
。
意
図
的
に
動
線
を
描
い

て
、
あ
と
２
、
３
時
間
滞
在
し

て
も
ら
う
努
力
そ
の
も
の
が
魅

力
の
創
造
に
つ
な
が
る
。
町
長

の
考
え
を
聞
く
。

町
長　
龍
泉
洞
の
入
洞
者
の
増

加
や
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め

に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
掘
り
起
し

が
重
要
だ
。

　
現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発

信
の
ほ
か
、
春
・
夏
・
秋
ま
つ

り
の
開
催
、
冬
季
誘
客
企
画
を

実
施
し
て
い
る
。
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
滞
在
時
間

の
延
長
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
み
重

ね
て
い
る
。

　
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
「
龍

泉
洞
周
辺
再
整
備
構
想
」
の
策

定
に
着
手
し
、
新
た
な
魅
力
づ

く
り
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
掘

り
起
し
と
交
流
人
口
の
拡
大
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ふるさと住民条例の制定を
野舘泰喜 議員

要綱も含めて検討していく
中居町長

龍
泉
洞
の
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
を

周
辺
再
整
備
構
想
策
定
に
着
手

ま
た
い
つ
か 

新
た
な
故さ

と郷
に

 

こ
こ
ろ
向
く

住
民
参
画
の
活
動
支
援
を

小
松
ひ
と
み 

議
員

実
効
性
あ
る
制
度
を
研
究

中
居
町
長

地元食のおもてなしが喜ばれます

手
を
挙
げ
る 

新
た
な
チ
カ
ラ

 

応
援
を

問　
近
年
、
全
国
各
地
で
次
々

と
自
然
災
害
が
起
こ
る
中
、
復

旧
・
復
興
は
地
域
住
民
自
ら
の

奮
起
な
く
し
て
は
進
ま
な
い
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
強
く
感
じ

て
い
る
。

　
高
齢
化
、
少
子
化
と
悩
む
前

に
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
る
住
民
グ
ル
ー
プ
の
存

在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
食

や
健
康
づ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
開
催
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
活
動
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
限
ら
れ
た

地
域
の
中
で
の
動
き
が
多
く
資

金
面
で
も
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱で

あ
り
、
今
以

上
に
視
野
を
広
め
る
機
会
に
恵

ま
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
希
望
を
も
っ
て
復
興
を
進
め

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、

今
こ
そ
住
民
参
画
の
活
動
へ
の

き
め
細
か
な
新
し
い
支
援
が
必

要
だ
。
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
地
域
の
活
性
化
に
住
民

参
画
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
多
種
多
様

な
支
援
を
行
い
な
が
ら
一
丸
と

な
っ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
き
た
。

　
地
域
の
活
性
化
や
振
興
の
中

核
を
担
う「
地
域
振
興
協
議
会
」

の
設
立
に
伴
い
、
個
々
の
団
体

の
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
に

シ
フ
ト
し
て
き
た
。
ま
ず
は
各

地
域
振
興
協
議
会
で
の
事
業
実

施
を
検
討
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
活

動
し
て
い
る
住
民
に
は
、
国
や

県
、
他
の
機
関
な
ど
で
実
施
し

て
い
る
助
成
事
業
の
情
報
収
集

に
努
め
、
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
そ
れ
ら
制
度
を
紹
介
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
交
付
金
の
効
果

検
証
も
し
、
よ
り
活
用
し
や
す

い
実
効
性
あ
る
支
援
制
度
の
あ

り
方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

象
に
「
ふ
る
さ
と
住
民
条
例
」

を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
ふ
る
さ
と
住
民
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は「
定
住
人
口
」

で
も
な
く
「
交
流
人
口
」
で
も

な
い
、
地
域
と
多
様
に
関
わ
る

人
を
指
す
「
関
係
人
口
」
の
拡

大
を
図
る
手
法
の
一
つ
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
は
「
潜
在
的
移
住
希
望

者
増
加
促
進
事
業
」
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
招し

ょ
う
せ
い請
事
業
な

ど
、
都
市
部
か
ら
本
町
へ
の
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
関
連
事
業
の
検
証

を
進
め
る
中
で
条
例
制
定
が
い

い
の
か
、
要
綱
で
い
い
の
か
検

討
し
て
い
く
。

おしえて ぴーちゃん
ふるさと住民票
　一般社団法人構想日本が提言して
いる、都市部に居住している地元出
身者などに地元との関わりを強く持っ
てもらうため、地元自治体が通常と
は違った住民票を交付する制度です。

地域おこし協力隊員として活動している針
はり

生
う

さん（右）
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八
重
樫　
龍
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赤須賀麗奈さん（2年）

阿部千恵美さん（1年） 中村美
み や び

彩日さん（2年）

太田　美咲さん（1年）

久保尻星
せ い か

華さん（1年）

三上　昇太さん（2年）

柴田　佳史さん（2年） 工藤　叶
か な と

翔さん（2年）

工藤　朋樹さん（1年）

澤　　和樹さん（1年）

【町を発展させたい】
　「高校生だから」という理由で
活動範囲を狭くしていました。今
後は「高校生にしか」という視点
で、岩泉町を発展させたいです。

【町の支えに感謝】
　普段、町に支えられて活動で
きていることに感謝しています。
高校生が子どもや高齢者と触れ
合える場が欲しいと思っています。

【高齢者を訪問したい】
　KIZUKIプロジェクトで高齢者
の悩みや要望を聞き情報発信を
しました。来年は、高齢者の自
宅を訪問し交流がしたいです。

【考えを伝えることは難しい】
　自分の考えをどう伝えるか、ど
う説明すればいいかなど考えを
伝えることは難しいと思いました。

【町の発展に貢献する】
　高校生と議員の見ている町の
共通点や相違点を見つけること
ができました。町の発信や発展
に貢献できるように頑張ります。

【町に貢献したい】
　KIZUKIプロジェクトの情報発
信が足りないことが分かりました。
これからの岩泉町に貢献できる
ような活動をしていきたいです。

【冊子を作りたい】
　KIZUKIプロジェクトの活動を
振り返り、これからの参考にする
ため自分たちで冊子を作りたい。
多くの人に見て知ってほしい。

【できることをやる】
　高校生でも岩泉町をより良く
できることを知りました。町のた
めになることを探して、できるこ
とをやっていきたいです。

【学校と役場が連携を】
　KIZUKI プロジェクトの課題
は、学校と役場の連携不足だと
思いました。お互いが連携し、来
年はさらに良い活動がしたいです。

【子どもは外で遊んで】
　「外で遊ぶ子どもが減っている」
ということが議会でも話題になっ
ていたことがうれしかったです。自
分たちが中心となって頑張ります。


